














中央手術室 木 村 正
４．看護師のアドボケーターとしての役割を考察する
～倫理的問題と考えられた事例から～
救急診察室 野 上 将 兵
５．病棟 DOTS での患者負担とは
～外来 DOTS 導入についての検討～




４階西病棟 永 田 佳 子
７．多職種への抗がん剤暴露防止への演習体験による
意識調査と教育課題








院長 渋 谷 均
６月１日
◆ 研究計画書の作り方
６階西病棟 荒 木 里 美
HCU 佐 藤 美 詠
７月６日
◆ 看護局長講演 ユマニチュードを学習しましょう
看護局長 熊 谷 広 美
11月20日
◆ 今こそベテランナースの力を活かすとき
HCU 本 間 智 美






５階東病棟 曽 根 未 季 菊 地 望 美





































































２階南病棟 板 林 友 紀 吉 本 真 弓












































中央手術室 木 村 正 鈴 木 智 子





























































救急診察室 野 上 将 兵 池 亀 尚 樹
矢 野 明 美 佐 藤 聖 子











































６階東病棟 伊 藤 愛 美 山 口 真紗未








































４階西病棟 永 田 佳 子 金 澤 亜 美













































































































































６階西病棟 荒 木 里 美







































































HCU 本 間 智 美
救急診察室 野 上 将 兵
今回の研修目的は、１．チームの中での自己のポジショ
ンや期待されている役割について再確認をする ２．自
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分のストレス傾向を知り、効果的なコーピング方法を知
る ３．チームを活性化するために必要なソーシャルス
キルを身につけるヒントを得るである。
チーム医療とは何かを考えたとき、ほとんどの人が思
い浮かべるメンバーは、医療スタッフであることが多い。
その中に患者や家族が入っていることは少ない。普段誰
のために看護をしているかを考え、チームの中心にいる
べき患者や家族を再認識することが必要である。
チームや自分における、強みや弱みとは何かを考えた
とき、弱みに関してはいくつもあがるが、強みに関して
は、なかなか思い付かないことが多い。しかし、強みと
いうのは普段の業務の中で、自然に行えていることが、
そのチームや個人の強みに当たる部分である。強みがな
いのではなく、当たり前に行えているからこそ、強みと
して認識できていないことが多い。チームや自分におけ
る強みを再認識することが大切である。
また看護師として成長するためには、ソーシャルスキ
ルの向上が重要とされている。ソーシャルスキルとは、
挨拶・依頼・交渉・自己主張などの社会的スキルを意味
し、訓練することで獲得できる力とされている。より高
度なソーシャルスキルを獲得することがチームの活性化
に繫がる。
チームで仕事をするときに大切なことは、誰もが他者
の仕事を妨げず、他人の仕事を助けながら自己の仕事を
行うことである。他人をどうこう言うより、自分がモデ
ルとなり動くことが大切である。個人で仕事をしている
のではなく、チームで仕事をしているという自覚を持ち、
お互い助け合いながらも、妨げない程度に良い距離感を
保つことが必要である。他人のことを指摘する前に、自
分がどうあればよいのか、自分がどう動けばよいか、自
分主体の問題に置き換えて考えることが大切である。
看護師がチームの一員として成長するためには、自分
のソーシャルスキルを見直し、向上させ、チームパワー
の向上に貢献できるよう努力することが必要である。
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